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Ⅱ 環 境・設 備 【差し替え】

【お詫びと内容の差し替え】

「令和５年度版 １級建築士試験 学科 厳選問題集５００＋１２５」におきまし

て、「令和４年学科試験」の学科Ⅱ（環境・設備）が、令和３年のものとなってお

りました。ご利用の皆さまには、大変、ご迷惑をおかけし、誠に申し訳ありません。

深くお詫び申し上げます。

つきましては、842ページから881ページまでの内容については、この冊子の次

ページ以降の内容に差し替えてご利用いただきますよう、お願い申し上げます。
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Ⅱ 環 境・設 備

№１ ★★ Check■■■
環境工学に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

１．日照図表は、周辺の建築物によって対象点への直射日光が遮られるかどう

かを検討するものであり、緯度ごと、また、冬至の日などの季日ごとに描

かれる。

２．外皮平均熱貫流率(ＵＡ値)は、断熱性能を示す指数で、建築物の内部から屋

根や壁、床、開口部等を通過して外部へ逃げる｢単位温度差当たりの外皮総

熱損失量｣を｢外皮総面積｣で除した値である。

３．ブーミング現象は、低い周波数領域になるほど、また、室の寸法が小さい

ほど、固有周波数密度が疎になるので起こりやすい。

４．空気寿命が一定の条件では、空気齢が小さいほど、室内のある点で発生し

た汚染質が排気口に至るまでの時間は短くなる。
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№１解説 答４

１. 水平面日差し曲線の描かれる平面と視点との基準高さを段階的に変えて、得

られる多数の日差し曲線を１枚の図としてまとめたものを日差し曲線群とい

い、冬至など特定の日について作成されたものを日照図表という。日照図表

の原点を検討点とし、縮尺に合わせて建物を書き込むと、検討点が建物に

よってどのような日照障害を受けるか検討することができる。

２. 外皮平均熱貫流率(ＵＡ値)とは、住宅の内部から屋根(天井)、外壁、床、及

び開口部などを通過して外部へ逃げる熱量を、外皮全体の面積で除して平均

化した値である。

３. ブーミング現象とは、規模の小さい室において、室形状によっては、ある特

定の周波数の音に対して室全体が共鳴し、室内の音圧分布が著しく不均一に

なる現象である。特に、低音域においてのブーン、ブーンという共鳴音が特

徴である。

４. 空気寿命が一定の条件では、空気齢が小さいほど、空気余命が大きくなり、

室内のある点で発生した汚染質が排気口に至るまでの時間は長くなる。

図 空気寿命
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№２ ★ Check■■■
冬期における結露に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

１．外壁の室内側の表面結露を防止するため、外壁断熱を強化することにより

室内側の壁面温度を上昇させた。

２．外壁の室内側の表面結露を防止するため、暖房設備を開放型燃焼器具の代

わりに密閉型燃焼器具とした。

３．外壁の内部結露を防止するため、断熱材の室内側に防湿層を設けた。

４．外壁に接する押入れ内に生じる表面結露を防止するため、押入れの 襖 の断
ふすま

熱性を高くした。
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№２解説 答４

１. 表面結露は、「壁体等の表面温度」が「表面近傍空気に含まれる水蒸気量か

ら求まる露点温度」よりも低くなることによって生じる。したがって、外壁

断熱を強化し、室内側の壁面温度を上昇されることは、室内側の表面結露防

止に有効である。

２. 密閉型燃焼器具の場合、燃焼に必要な空気を屋外から取り入れ、燃焼排ガス

も屋外に放出するため、室内空気の汚染が少ない。これに対して、開放型燃

焼器具は、室内の空気を燃焼に使い、燃焼排ガスを室内に放出するため大量

の水蒸気と二酸化炭素等が室内に発生する。室内に放出された大量の水蒸気

により、室内の湿度が高くなり、結露が生じやすくなるため、室内の結露防

止のためには、密閉型燃焼器具の方が望ましい。

３. 冬期における外壁の内部結露防止には、室内の方が屋外より絶対湿度が高い

ので、室内側からの水蒸気が壁体内部に浸入しないように、断熱材の室内側

に防湿層を設ける。断熱材の室内側に防湿層を設けることによって、水蒸気

の浸入を断熱材の手前で防ぐことができるので、断熱材内部で内部結露しに

くくなり、断熱材の性能低下を防ぐことができる。

４. 暖房室及び押入れ内部の湿度が高い場合、外壁に面する押入れの襖の断熱性

を高めると、冷えた外壁により、押入れの表面温度も大きく低下し、押入れ

内部の結露も生じやすくなる。外壁に接する押入れ内部の結露防止としては、

押入れ内部の換気をよくすることと、押入れの室内側表面温度を低下させな

いことが有効である。

図 表面結露の生じやすい場所
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№３ ★★ Check■■■
室容積200㎥の居室に25人の在室者がおり、換気回数４回で換気がなされていると

き、定常状態におけるこの室内の二酸化炭素濃度として最も適当な値は、次のう
．．

ちどれか。ただし、一人当たりの二酸化炭素発生量は0.016㎥/(ｈ･人)とし、在室

者から発生した二酸化炭素は直ちに室全体に一様に拡散するものとする。また、

外気の二酸化炭素濃度は400ppmとし、隙間風は考慮しないものとする。

１． 700 ppm

２． 800 ppm

３． 900 ppm

４．1,000 ppm
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№３解説 答３

室内の二酸化炭素濃度発生量ｋ〔ｍ３/ｈ〕と換気量Ｑ〔ｍ３/ｈ〕との関係は、次

のザイデルの式が成り立つ。

〔ｍ３/ｈ〕

ここで、換気量Ｑ〔ｍ３/ｈ〕は、室容積Ｖ〔ｍ３〕×換気回数Ｎ〔回/ｈ〕より、

Ｑ＝200×４＝800〔ｍ３/ｈ〕

室内の二酸化炭素発生量は、

ｋ＝0.016×25＝0.4〔ｍ３/ｈ〕

したがって、上記の値を代入すると、室内の二酸化炭素濃度はＰiは、

＝900ppmより、選択肢３が適当であ

る。

Ｑ＝
Ｐi－Ｐo

ｋ

Ｐi＝
ｋ

Ｑ
＋Ｐo ＝

0.4

800
＋0.0004＝0.0009

ｋ ：室内の二酸化炭素の発生量

Ｐi：室内空気の二酸化炭素濃度

Ｐo：外気の二酸化炭素濃度 400ppm⇒0.0004
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№４ ★★ Check■■■
建築物の伝熱に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

１．開口部(窓ガラス＋ブラインド等)の日射遮蔽係数は、その値が大きいほど

日射遮蔽効果が大きくなる。

２．窓ガラスの日射熱取得率は、｢ガラスに入射した日射量｣に対する｢ガラスを

透過した日射量とガラスが吸収した後に室内側に放出された熱量との和｣の

比率で表される。

３．壁体の総合熱伝達率は、｢対流熱伝達率｣と｢放射熱伝達率｣の合計である。

４．外壁表面の対流熱伝達率は、外部風速が大きいほど大きくなる。
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№４解説 答１

１. 日射遮蔽係数は、透明ガラス(厚さ３㎜)の窓から侵入する日射熱を基準

(1.0)として、日射遮蔽物によって遮蔽された後の室内に侵入する日射熱の

割合を示すものである。

したがって、日射遮蔽係数は、その値が大きいほど日射遮蔽効果が小さくな

る。

２．日射熱取得率(日射侵入率)は、｢窓ガラスに入射した日射量｣に対する｢窓ガ

ラスを透過した日射量｣と｢窓ガラスに吸収された後、室内側に放出される熱

量｣の割合で表す。

３. 総合熱伝達率とは、｢対流熱伝達率｣と｢放射熱伝達率｣を合計したものである。

一般的には、単に熱伝達率と称している場合が多い。

４. 対流熱伝達率は、壁体などの固体表面と、空気などの流体との対流による熱

の伝わりやすさを示すものである。表面に当たる風速が大きいほど、対流熱

伝達率が大きくなる。単位は、Ｗ/(㎡･Ｋ)である。

日射遮蔽係数＝
厚さ３㎜の透明ガラスの日射熱取得率

任意の日射遮蔽物の日射熱取得率

日射熱取得率＝
(透過した日射量)＋(吸収後、室内側に放出される熱量)

入射した日射量

図 日射熱取得率

窓ガラスの日射熱取得率
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№５ ★ Check■■■
建築物における防火・防災に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

１．第二種排煙は、押出型の機械排煙方式であり、所定の排煙量を確保するた

めに、排煙量よりも多い給気量が必要となる。

２．籠城区画は、病院の手術室やＩＣＵ等の患者を避難させることが困難な室に
ろう

おいて、内部からの出火を防止するとともに、外からの火災の影響を受け

ない構造にして、鎮火までたてこもることができるようにした区画のこと
．．．．．

である。

３．超高層集合住宅の中央部に設けた屋根のないボイド空間(光庭)に面した開

放廊下を避難経路とする場合には、開放廊下への煙の拡散を防ぐために、

ボイド空間の下層部分からの給気を抑制する必要がある。

４．等価可燃物量は、対象となる可燃物の発熱量を、発熱量が等価な木材の重

量で表現した値である。
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№５解説 答３

１. 第二種排煙とは押出型の排煙方式であり、給気機によって室内に給気を行う

ことで、天井などに設けた排煙口から排煙を行う。給気量は排煙量だけでな

く、部屋の隙間などからの漏気量も考慮に入れなければならないため、排煙

量よりも多い給気量が必要になる。

２. 籠城区画とは、病院の手術室、ＩＣＵ、ＮＩＣＵなどでは患者を移動するこ

とが難しい室において、内部からの出火防止を徹底させるとともに、他の部

分からの出火の影響を受けることのないよう完全独立の区画を構成し、鎮火

までたてこもることができる区画のことである。

３. 中央部に光庭となるボイド空間を設けたボイド型の超高層集合住宅において

は、ボイドが深くなるので、火災階の上方部分でボイド全体に煙が充満する。

ボイド空間を取り囲む開放廊下を避難経路とする場合には、上部の煙の濃度

が高くなり、避難に支障をきたすおそれがあるので、ボイドの下層部分また

は側面に給気口を設け、煙突効果を利用してボイド内の空気の流通を促進し、

ボイド空間の煙を希釈、排出する必要がある。

４. 等価可燃物量は、可燃物の発熱量をそれと同じ発熱量の木材に換算したとき

の木材の重量のことであり、次式で求められる。

火災の規模は、可燃物の多少によるため、さまざま種類の材料(可燃物)から

なる火災の規模を、評価するための指標として用いられる。

図 ボイド型建築物の煙突効果を利用した排煙

ボイドの下層部分に給気口を設け、

煙突効果を利用してボイド内の空

気の流通を促進し、ボイド空間の

煙を希釈する

ボイド上部の煙の濃度が高くなり、

避難に支障をきたすおそれがある。

対策として

等価可燃物量＝
可燃物の発熱量

木材の発熱量
×可燃物量(可燃物の重量)
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№６ ★ Check■■■
北緯35度の地点における日照・日射に関する次の記述のうち、最も不適当なもの

はどれか。

１．冬至の日における南向き鉛直面の終日日射量は、夏至の日における西向き

鉛直面の終日日射量より小さい。

２．春分・秋分の日における南中時の直達日射量は、水平面のほうが南向き鉛

直面より大きい。

３．夏至の日における可照時間は、南向き鉛直面より北向き鉛直面のほうが長

い。

４．４時間日影となる領域の面積は、建築面積と高さが同じ直方体の建築物で、

ある壁面が東西方向に平行に配置されている場合、一般に、平面形状が正

方形より東西に長い形状のほうが大きい。

№６解説 答１

１. 北緯35度付近における水平

面及び各方位の終日快晴時

の終日日射量の大小関係

は、方位別の終日直達日射

量の図で比較できる。図よ

り、冬至の日における南向

きの終日日射量は、夏至の

日における西向き鉛直面の

終日日射量より大きい。

０
冬
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春
分

夏
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秋
分

冬
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直
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〔

M
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)
〕

４

８

12
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24 水平面
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東面、西面
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２．北緯35度の地点における、春分・秋分

の南中時の太陽高度は、約55°であ

る。右図のように、南中時の太陽高度

が55°の直達日射量をベクトルとして

とらえて考え、水平面と南向き鉛直面

に分解した矢印の長さが、各向きの直

達日射量の割合となる。したがって、

右図より、春分・秋分の南中時(太陽

高度55°)の時の直達日射量は、水平

面ＪＨ のほうが南向き鉛直面ＪＶ より

大きい。

３．北緯35度付近における夏至の日の可照時間は、南向き鉛直面よりも北向き鉛

直面のほうが長い。

北向き鉛直面：4:45 ～ 8:30 ＋ 15:30 ～ 19:15 ＝ 約７時間30分

南向き鉛直面： 8:30 ～ 15:30 ＝ 約７時間

４．建築物の形状が４時間日影となる領域に及ぼす影響は、南北方向よりも東西

方向の幅によるもののほうが大きい。したがって、建築面積と高さが同じ建

築物では、平面形状が正方形よりも東西に長い形状のほうが、４時間日影と

なる領域の面積は大きくなる。

31°

55°

31°

55°

78°

15:30

4:456:00

北南

東

西

夏至
春秋分

冬至

7:15

8:30

18:00 19:1516:45

南中時
太陽高度

8:3015:30

19:15

16:45 7:15

4:45

6:0018:00

78°南中時
太陽高度 真上から見た

太陽位置図で

表すと⇒⇒⇒

南

西 東

北

55°

JN

JV

JH

北

法
線
面

水平面

南
向
き
鉛
直
面

JV ：南向き鉛直面直達日射量

JH ：水平面直達日射量

JN：法線面直達日射量

JH JV＞

南中時の太陽高度が
45°を超える場合は、
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№７ ★★★ Check■■■
図のような水平に取り付けられた下面発光形の円形光源Ａと、それと同じ面積で

45°傾いた位置にある下面発光形の円形光源Ｂが、イ～ホの条件を満たす場合、

次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

条件

イ．光源Ａの中心とその鉛直下にある点Ｐとの距離は、ｒｍである。

ロ．光源Ｂの中心と点Ｐとの距離は、ｒｍである。

ハ．光源Ａ及び光源Ｂは、等輝度均等拡散の発光面である。

ニ．光源Ａ及び光源Ｂの面積はＳ㎡、輝度はＬcd/㎡である。

ホ．光源Ａ及び光源Ｂの外縁と点Ｐとの距離は、ｄｍである。

１．光源Ａの点Ｐに対する立体角投射率(％)は、 ×100である。

２．光源Ｂの点Ｐに対する立体角投射率(％)をＣＢとすると、光源Ｂによる点Ｐ

の水平面直接照度(lx)であるＥＢＰは、πＬ× ×cos45°である。

３．光源Ａによる点Ｐの水平面直接照度(lx)であるＥＡＰと、光源Ｂによる点Ｐの

水平面直接照度(lx)であるＥＢＰの関係は、ＥＡＰ＞ＥＢＰである。

４．ｒが光源Ａの直径の10倍以上の場合、一般に、光源Ａは点Ｐにおいて点光

源とみなせる。

πｄ２

Ｓ

ＣＢ

100

rｍ

円形光源Ａ

(面積Ｓ㎡)

Ｐ

45°

rｍ

ｄｍ

ｄｍ

円形光源Ｂ

(面積Ｓ㎡)
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№７解説 答２

１．立体角投射率(Ｃ)は、受照面上の点Ｐ

を中心に単位半径(ｒ＝１)の半球を描

き、Ｐからみた面光源Ｓを半球上に投

影するとＳ′となり、さらに底円上に

垂直に投影するとＳ″になる。このと

き点Ｐの照度ＥはＳ″に比例する。

もし、Ｓが全天空を覆うとＳ″は底円

の面積と等しくなり、点Ｐの照度は、

全天空照度と等しくなる。この全天空

照度にあたる底円面積(１２×π＝π)に対する、面光源Ｓの投射面積Ｓ″の

割合が立体角投射率(Ｃ)であり、 で示される。ここ

で、Ｓ″＝Ｓ′＝Ｓ× であるため、 となる。

２．輝度Ｌ〔cd/㎡〕が一様である面光源Ｂの光源による、ある点Ｐの受ける水平

面照度ＥＢＰは、ＥＢＰ＝Ｌ×Ｓ″になる【立体角投射法】。

ここで、Ｓ″は、選択肢１より、 で表される。

したがって、 となる。

３. Ｓ′を建築物の窓と考えた場合、同一面積の

窓でも、高い位置にあるほど、水平投影面積

Ｓ″は大きくなる。また、点Ｐの照度Ｅは、

Ｓ″に比例するため、Ｓ″ＡＰ＞Ｓ″ＢＰ よ

り、ＥＡＰ＞ＥＢＰ である。

４．点光源は、光源を理想化したもので、実際に

は存在しない。しかし、円形光源なら直径、長方形の光源なら対角線、線状

光源ならその長さの５～10倍程度以上離れた受照点の直接照度は、光源を点

光源とみなして計算してよいとされている。

１2

ｄ2
ＣＡ＝

πｄ2

Ｓ
×100〔％〕

ＥＢＰ＝πＬ×
ＣＢ

100
〔lx〕

Ｓ″＝
πＣ

100

Ｃ＝
Ｓ″

π
×100〔％〕

１Ｓ"

Ｓ'

Ｓ

Ｐ

１

d

b

c

a

水平投影面積Ｓ"

Ｓ"cＳ"bＳ"a

Ｓ"c＜Ｓ"b＜Ｓ"a
立体角投射率Ｃ Ｃc ＜ Ｃb ＜Ｃa

= =
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№８ ★ Check■■■
色彩に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

１．平均演色評価数(Ｒａ)は、評価対象となる光源による物体色の見え方と、同

じ相関色温度の基準の光の下における物体色の見え方とのずれをもとにし
．．

た数値である。

２．短波長成分を多く含む色温度の高い光を午前中に浴びることで、サーカ

ディアンリズムを保つ効果が期待できる。

３．色票を用いて視感測色を行う際は、一般に、測色する部分の面積を色票の

面積と同程度とする。

４．記憶色(記憶上の色彩)は、一般に、実際の色彩に比べて、彩度が低くなる

傾向がある。
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№８解説 答４

１. 基準光源と試料光源で照明した時の色ずれ(色度の差)を100から差し引いた

ものを演色評価数といい、８色ほどの試験色の平均値を平均演色評価数

(Ｒａ)という。値が100に近いほど演色性が高い。

２. １日の周期で変化する生理現象(体温、心拍、ホルモン分泌、睡眠覚醒サイ

クル)のリズムをサーカディアンリズム(概日リズム)という。サーカディ

アンリズムは、様々な外的要因と関係がある。特に、目から短波長成分を多

く含む青色光が入ることで、脳から分泌されるメラトニン(睡眠のためのホ

ルモン)が抑制されて覚醒し、サーカディアンリズムを調整している。午前

から日中に青色光を目から取り込み、夜間は青色光を減らすことが、健全な

サーカディアンリズムを維持するためには重要である。

３．色票を用いた視感による測色において、測色する部分の面積が大きい場合は、

面積効果が生じるため、小面積に比べて明度、彩度とも高く感じる。視感測

色を行う際は、測色する部分の面積を色票の面積と同程度にする。

４. さまざまな対象物において、イメージとして記憶されている色のことを記憶

色という。記憶色は、一般に、実際の色彩に比べて、明度・彩度ともに高く

なり、対象となる色が強調される傾向があり、また、その対象にとって好ま

しく感じられる方向に変化する傾向がある。例えば、春に咲く桜の色は、実

際はごく薄いピンク色でも、感覚的には明るいピンク色として記憶されてい

る傾向がある。
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№９ ★★★ Check■■■
音響に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

１．カラレーションは、｢直接音｣と｢短い遅れ時間の反射音｣の干渉によって、

音の高さの変化が知覚される現象をいう。

２．聴覚のマスキング現象において、｢マスクする音｣と｢マスクされる音｣の高

さが異なる場合には、マスクする音より高い周波数の音のほうが低い周波

数の音に比べてマスクされやすい。

３．人の可聴周波数の範囲はおよそ20Hzから20kHzであり、対応する波長の範囲

は十数ｍから十数mmである。

４．同種で同じ音圧レベルの音源の数が、ほぼ同じ位置において４つになると、

音源が１つの場合に比べて、音圧レベルの値は約６dB増加する。
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№９解説 答１

１. カラレーションとは、反射音の直接音からの遅れが、数ms～10数ms(ms：ミ

リセカンド、1／1000秒)と短い場合、位相干渉などで音色が変化する現象の

ことで、音響障害の１つである。音の高さの変化が知覚される現象ではない。

２. ある音を聞こうとするとき、同時にほかの音(妨害音)が存在すると、目的と

する音が聞き取りにくくなることがある。その場合、妨害音が目的とする音

をマスクしたといい、これをマスキング効果と呼ぶ。マスキング効果の大き

さは、妨害音が存在することによって聴覚が鈍くなり、目的とした音の最小

可聴値が上昇すると捉えたときの最小可聴値の上昇量で表現する。目的とす

る音、マスクする音(妨害音)ともに純音の場合、マスクする音が大きいほど

マスキング効果が大きく、周波数域ではマスクする音の周波数が、目的とす

る周波数より低い場合にマスキング効果が大きくなる(マスクされやすい)。

３．人間の可聴範囲は、概ね20Hz～20,000Hz(20kHz)である。これに対応する

波長λ〔ｍ〕は、 〔ｍ〕 Ｃ：音速〔ｍ/ｓ〕ｆ：周波数〔Hz〕

で求めることができる。

ここで、音速Ｃ は、気温15℃で約340ｍ/ｓであるので、可聴範囲20Hz～

20,000Hzに対応する波長は、 。すなわち、

17㎜～17ｍとなる。

設問の十数㎜から十数ｍという記述は適当である。

４．同じ音響出力をもつ音源が同時にｎ個存在する時、１個の場合の音圧レベル

に比べて、10log10ｎ〔dB〕だけ増加する。したがって、同じ音響出力をもつ

音源が同時に２個存在する場合は、１個の場合に比べて、10log10２≒10×0.

301≒３〔dB〕増加、４個存在する場合は、10log10４＝10log10２2＝20log10２

≒20×0.301≒６〔dB〕増加する。

λ＝
20,000

340
～

340

20
＝0.017～17ｍ

λ＝
Ｃ

ｆ
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№10 ★★ Check■■■
遮音に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

１．厚さ６mmの単板ガラスは、厚さ３mmの単板ガラスに比べて全周波数帯域に

わたって遮音性能が高いとは限らない。

２．複層ガラス(厚さ３mmの単板ガラス２枚と乾燥空気を封入した６mmの中空層

からなる。)は、その面密度の合計と同じ面密度をもつ単板ガラス(厚さ

６mm)に比べて、一般に、500Hz付近の中音域の遮音性能は低下する。

３．建築物の床衝撃音遮断性能に関する等級において、Ｌｒ-40はＬｒ-55に比べて、

床衝撃音の遮断性能が低い。

４．建築物及び建築部材の空気音遮断性能に関する等級において、Ｄｒ-50は

Ｄｒ-35に比べて、空気音の遮断性能が高い。
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№10解説 答３

１. 単層壁の場合、斜めから入射する音波が引き起こすコインシデンス効果と呼

ばれる現象により、質量則よりも透過損失が低下する周波数域ができる。こ

のコインシデンス効果の表れる周波数(コインシデンス限界周波数)は壁の厚

さに反比例する。同じ材質の単板ガラスの場合、３㎜厚では4,000Hzの周波

数域に、６㎜厚では2,000Hzの周波数域にコインシデンス効果による透過損

失の低下(遮音低下)が生じ、ガラスのように内部減衰の小さい材料では、透

過損失の低下が10dB以上になることもある。したがって、2,000Hz域で、

６mm厚のほうが３mm厚より透過損失が低くなる可能性がある。

２．複層ガラスの場合、同じ

面密度をもつ単板ガラス

を用いる場合に比べて、

全般的な遮音性能の向上

は見られるものの、二重

壁と同様、両面のガラス

を質量、空気層をバネに

した振動系を形成するた

め、両面のガラスが共振

し、500Hz付近の中音域

で音を透過しやすい周波数(共鳴透過周波数)ができ、この周波数域で透過損

失が低下し、単板ガラスより遮音性能が劣ることがある。

３. 床衝撃音遮断性能のＬr値は、JISで標準化された衝撃源を用いて床に衝撃を

与えたときの直下階の平均音圧レベルを周波数毎に測定し、床衝撃音遮断性

能等級曲線を使って、床衝撃音のレベルを等級で示すものである。Ｌr値は、

値が小さいほど、床の遮音性能が高いことを表す。したがって、Ｌr-40は

Ｌr-55に比べて遮断性能が高い。

４. 空気音遮断性能のＤr値は、２室間の平均音圧レベル差を周波数域毎に測定

し、空気音遮断性能等級曲線を使って、室間の遮音性能を等級で示すもので

ある。Ｄr値は、値が大きいほど、室間の遮音性能が高いことを表す。した

がって、Ｄr-50はＤr-35に比べて遮断性能が高い。

図 二重壁の透過損失の傾向
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コインシデンス効果低音域共鳴透過

周波数 f〔Hz〕

二重壁が有利

な範囲
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№11 ★ Check■■■
建築物とその空調負荷の一般的な特徴との組合せとして、最も不適当なものは、

次のうちどれか。

１．劇場 ピーク負荷が小さく、予冷・予熱の時間が短い傾向

にある。

２．百貨店 休日と平日、一日の午前と夕方の時間帯等によって

負荷が大きく異なる傾向にある。

３．ビジネスホテル ピーク負荷が夕方から夜間にかけて発生する傾向に

ある。

４．データセンター 外皮負荷や外気負荷より室内で発生する顕熱負荷の

ほうが大きい傾向にある。
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№11解説 答１

１. 劇場の空調負荷は、ピーク負荷が大きく、予熱・予冷時間が長い傾向にある。

また、冬期には、劇場の舞台背面の外壁が冷やされ、舞台背面に自然対流で

下向気流が発生し、冷たい気流が舞台前面から客席に流れ落ちる、｢舞台お

ろし｣といわれる現象が発生しやすいのが特徴である。

２. 百貨店の空調負荷は、人員数の変化と用途ごとの営業・使用時間による影響

が大きく、館内の客員数は中元、歳暮、クリスマスなどのシーズン、休日と

平日、あるいは、１日の午前と夕方の時間帯などによって大きく変化する。

３. ビジネスホテルは、宿泊主体で宴会、飲食などのパブリック部門が少ないた

め、空調負荷は、チェックイン後の夕方から夜間にかけてがピークとなる。

４. データセンターの空調負荷は、装置発熱による顕熱負荷が大部分を占める。

その他の建物外皮負荷および外気負荷は、装置発熱に対して、相対的に非常

に小さい。
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№12 ★★ Check■■■
空気調和設備に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

１．水蓄熱式空調システムは、熱源機器の容量を小さくできるとともに、電力

需要の平準化を図ることができる。

２．送風機のエネルギー消費量は、同じ風量であれば、接続する長方形ダクト

のアスペクト比(ダクト断面の短辺に対する長辺の比)を小さくするほど大

きくなる。

３．変風量単一ダクト方式は、VAVユニットを部屋ごと又はゾーンごとに設け

ることによって、個別の温度制御を行うことができる。

４．空調機に再熱コイルを設置する場合は、冷房時の部分負荷時において、設

定室温での室内の湿度上昇を防ぐことはできるが、エネルギー消費量は多

くなる。
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№12解説 答２

１. 水蓄熱槽等の蓄熱式空調システムは、一般に、昼間に使用する冷熱を、必要

な分だけ夜間に蓄えておくシステムである。昼間の負荷のピークを平滑化す

ることができるため、冷凍機容量が小さくできるとともに、電力需要を平準

化することができる。

２. 長方形ダクトの形状は、アスペクト比(ダクトの )で表される。同一風

量、同断面積の場合、アスペクト比が小さい(正方形に近い)ほど、ダクトの

摩擦抵抗が減少し、搬送エネルギー消費量を小さくできる。

３. 変風量(Variable Air Volume)方式は、吹出し空気の温度を一定に保ち、室内

の冷暖房負荷変動に応じて、部屋ごと又はゾーンごとに設置したＶＡＶユ

ニットで送風量を調整して、室温を制御する方式であり、個別の温度制御が

可能である。

４. 冷却除湿方式の空調では、冷房時に、空気を空調機の冷却コイルで過冷却し

て湿度を下げた後、再熱コイルで適切な吹出し温度まで再加熱(レヒート)し

て、室内に供給している。部分負荷時では、定格運転時(設定温度27℃)に比

べ、多くの再加熱が必要になるため、エネルギー消費量は多くなる。

長辺

短辺
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№13 ★★ Check■■■
換気設備に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

１．ＲＩ(ラジオアイソトープ)施設では、一般に、室内への給気を全て排気する

オールフレッシュ空調方式が用いられる。

２．化学処理や実験等に用いられる作業台と排気フードが組み合わされたドラ

フトチャンバーの排気風量は、作業用開口部の面積と制御風速によって決

定される。

３．換気用エアフィルターの粉じん捕集率は、同一のエアフィルターに対して、

質量法や計数法等の測定方法によって異なる値となる。

４．ＪＩＳにおけるクリーンルームの空気清浄度は、清浄度クラスの値が大きいほ

ど高くなる。
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№13解説 答４

１. ＲＩ(ラジオアイソトープ)施設とは、放射線を出す物質を取り扱うための研

究施設である。ＲＩ施設では、空気の再循環は原則として許可されず、室内

への給気をすべて排気するオールフレッシュ(全排気)方式とする必要がある。

２. ドラフトチャンバーは、分析・実験により

排出される汚染ガスを室内に出さないよう

に、作業台と排気フードを組み合わせた箱

型の装置である。ドラフトチャンバーの排

気風量は、前面扉開口部の制御風速によっ

て決定される。

３．粉じんを除去する換気用エアフィルターユ

ニットの粒子補集率には、測定方法によって、計数法(ＤＯＰ法)、比色法及び

質量法の表示方法がある。同じフィルターでも試験方法によって試験対象と

なるダストの種類や除去対象とする粉じんの粒径が異なるため、粒子補集率

は試験方法によって異なる値となる。

４. クリーンルームとは、室内の浮遊塵埃や浮遊微生物量を極度に少なくするよ

うに清浄度管理された空間をいう。日本産業規格(JIS B 9920)では、１㎥の

空気中に含まれる0.1μｍの粒子数を10のべき乗で表した指数(10Ｎ個/㎥

のＮ)をクラス表示としている。クラスは１～９に分類され、クラスの数値

が大きいほど清浄度が低くなる。

表 エアフィルタの性能試験方法

試験方法 内 容 (JIS B 9908) 除去対象とする粉じん粒径

計数法 フタル酸ジオクチル(ＤＯＰ)のエアロ
(ＤＯＰ法) ゾルを用いた試験装置で性能評価す 0.1μｍ以上

る。
フィルタ前後における空気中の粉じん

比色法 をろ紙に採取し、光電管比色計により 0.3μｍ以上
変色比を求め、重量濃度㎎/㎥に換算す
る。

質量法 フィルタ前後における空気中の粉じん ５～10μｍ程度
量を計量する。

写真 ドラフトチャンバー
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№14 ★★ Check■■■
給水設備に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

１．作動している給水ポンプ内のキャビテーションは、水温が一定の場合、

ポンプ吸込口の管内圧力が低いときに発生しやすい。

２．大便器洗浄弁には、逆サイホン作用による汚物の給水管への逆流を防止す

るために、バキュームブレーカーを設ける。

３．飲料水用配管から空調設備配管へ給水する場合には、クロスコネクション

を防止するために、一般に、逆止め弁を設ける。

４．高置水槽方式において、揚水管の横引きは、ウォーターハンマーの発生原

因となる水柱分離を防止するために、できるだけ低い位置で計画する。
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№14解説 答３

１. キャビテーションとは、流速の増加などによって管内の圧力が低下し、流体

の沸点が下がることで一部が気化し、そこに気泡が生じる現象である。特に、

静圧が低いポンプ吸込み管路においては、キャビテーションが発生しやすい。

２. バキュームブレーカー（真空破断機能付き逆流防止弁）とは、断水などで給

水管内が負圧になろうとする場合、外部から空気を吸引して負圧の発生を防

ぎ、汚水等の逆流を防止する装置である。吐水口空間が確保できない洗浄弁

(フラッシュバルブ)、受水槽の給水口、屋外散水栓などには、バキュームブ

レーカーが必要である。

３. 飲用に供する可能性のある上水は、病原菌など衛生上有害な物質の混入に留

意する。上水と上水以外の水が混じるような配管のことをクロスコネク

ションという。上水と上水以外の配管は逆止め弁を付けても接続してはなら

ない。

４. 水柱分離とは、揚水ポンプを停止して

流れを急に止めた場合に、｢慣性力で揚

水する力｣と｢重力で落下する力｣の分岐

点で水流が途切れる(分離する)現象を

いう。水柱分離により、大きな衝撃

(ウォーターハンマー)が発生したり、

配管が破壊されることがある。水柱分

離を防止する配管計画としては、揚水

管をポンプからすぐに立ち上げて横引

き配管を高層階で長くとるのではなく、横引き配管をできるだけ低層階で長

くとることが望ましい。

図 水柱分離を防止する配管計画

✕

揚水

受水槽

高置水槽

横引き配管は
できるだけ
低い位置で行う

この辺り(曲がり部分)で
水柱分離が生じやすい
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№15 ★★★ Check■■■
給湯設備等に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

１．潜熱回収型ガス給湯機は、一般に、潜熱回収時に発生する酸性の凝縮水を

機器内の中和器で処理し排出する仕組みとなっている。

２．水熱源方式のヒートポンプ給湯システムは、下水道処理水、工場や大浴場

の温排水等の未利用エネルギーを、熱源として利用することができる。

３．家庭用燃料電池は、都市ガス等から燃料改質装置で作った水素と空気中の

酸素とを反応させて発電するとともに、反応時の排熱で作った温水を給湯

に利用する仕組みとなっている。

４．ハイブリッド給湯システムは、給湯負荷変動が少ないベース負荷を燃焼式

加熱機が受け持ち、ベース負荷を超える場合にヒートポンプ給湯機でバッ

クアップする仕組みとなっている。
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№15解説 答４

１. 潜熱回収型ガス給湯機は、ガス給湯機の排熱を給水の予熱として利用するも

ので、従来80％程度だったガス給湯機の給湯効率が、90～95％程度まで向上

している。燃焼時に機内で発生する凝縮水は酸性であるため、中和器で中性

化してから排出する必要がある。

２. 冬期の外気温度よりも温度が高い下水道処理水、工場や大浴場の温排水等は、

ヒートポンプの熱源に利用することができ、外気を用いる場合に比べてエネ

ルギー効率が高くなる。

３. 家庭用燃料電池は、都市ガス、ＬＰガス等から取り出した水素(Ｈ２)と空気

中の酸素(Ｏ２)が化合して水(Ｈ２Ｏ)ができるときに電力と熱が発生する原理

を利用して発電し、同時に給湯等を行うコージェネレーションシステムであ

る。

４. ハイブリッド給湯機とは、ピーク時の給湯負荷に対応するため、一般に貯湯

槽と組み合わせて用いられるヒートポンプ給湯機を、瞬間式のガス・石油燃

焼式加熱機と組み合わせたものである。ベース負荷をヒートポンプ給湯機が

受け持ち、ベース負荷を超える場合には、加熱速度が高い燃焼式加熱機で

バックアップする。
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№16 ★★ Check■■■
ＪＩＳにおける構内電気設備の名称とその配線用図記号との組合せとして、最も不適

当なものは、次のうちどれか。

名称 図記号

１． 壁付コンセント(接地端子付)

２． 煙感知器

３． 分電盤

４． 配電盤

ＥＴ
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№16解説 答２

２. JIS C 0303に定める煙感知器の図記号は である。

設問の図記号は、熱感知器の差動式スポット型感知器を示す。

Ｓ
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№17 ★★★ Check■■■
電気設備に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

１．インバータ機器から発生する高調波電流を抑制するために、アクティブ

フィルタを設置した。

２．幹線設備における地絡電流による感電、火災、設備の破損等を防止するた

めに、過電流遮断器を設置した。

３．伝送系の信号線が電源関係ケーブルからの静電誘導によるノイズの影響を

受けないようにするために、その信号線には、シールドケーブルを使用し

た。

４．外部雷保護システム(受雷部、引下げ導線及び接地極システム)及び建築物

等の導電性部材に流れる雷電流による危険な火花放電の発生を防止するた

めに、内部雷保護システムを構築した。
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№17解説 答２

１. アクティブフィルタは、高調波電流を検出して、これと逆位相の電流あるい

は電圧を発生してこれを相殺する装置である。高調波とは、商用電流の波形

に対し、その整数倍の周波数成分を持つ波形で、商用電流に高調波が含まれ

ると、波形にひずみが生じる。

２. 接地工事の接地線や多線式電路の中性線等に過電流遮断器を設置することは、

事故時に地絡電流が流れた場合、これが遮断されて接地の意味がなくなるの

で禁止されている。

３. シールドケーブルとは、信号や動力を伝達する金属導線部分を接地された金

属層で覆ったケーブルのことである。導線部分を金属層で覆うことで外部か

らの電磁波を遮断すると同時に、外部へ電磁波が漏れることも防止する。ま

た、多芯線では線間ノイズを打ち消す役割がある。ＯＡ機器用ＬＡＮケーブ

ルやオーディオ機器用スピーカ等に用いられる。

４. 外部雷保護システム及び建築物内の雷害を防止するためには、内部雷保護シ

ステムを構築し、落雷時の建築物及び各種設備・機器の電位を均一化して各

部分間の電位差を最小限にすること(等電位化)が有効である。
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№18 ★★ Check■■■
防災設備に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

１．排煙設備の設置が必要な百貨店において、排煙設備の排煙口を、防煙区画

のそれぞれについて、当該防煙区画の各部分から排煙口のいずれかに至る

水平距離が30ｍ以下となるように設置した。

２．スプリンクラー設備の設置が必要なホテルにおいて、床面から天井面まで

の高さが12ｍのロビーに、放水型ヘッドを使用したスプリンクラー設備を

設置した。

３．プロパンガスを使用する厨房において、ガス漏れ警報器の検知部を、燃焼

機器から検知部までの水平距離が８ｍ以内、かつ、天井面から検知部下端

までの高さが0.3ｍ以内となるように設置した。

４．劇場において、客席誘導灯を、客席内の通路の床面における水平面照度が

0.2lx以上となるように設置した。
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№18解説 答３

１. 排煙口は、500㎡以内ごとに防煙区画された各位置から水平距離が30ｍ以内

となるように設けなければならない(建築基準法施行令第126条の３）。

２. 放水型のスプリンクラー設備は、閉鎖形スプリンクラーヘッドでは有効に火

災を感知あるいは消火できないドーム、アトリウム等の大空間や高天井の部

分(天井高さが10ｍ(物販店舗・展示場等は６ｍ)を超える部分)に使用される

設備である。可動式ヘッド(放水銃など)を用いて放水範囲を変えることがで

きる可動式と、天井や壁に固定式ヘッドを設置する固定式がある。

３．液化石油ガス(ＬＰＧ、プロパンガス)のような空気より重いガスを使用する場

合、ガス漏れ警報器の検知部は、ガス燃焼機から検知部までの水平距離を

４ｍ以内、床面から検知部の上端までの高さを30㎝以内の位置に設ける。な

お、液化天然ガス(ＬＮＧ、都市ガス)のような空気より軽いガスを使用する場

合、ガス燃焼機から検知部までの水平距離を８ｍ以内、天井面から検知部の

下端までの位置を30㎝以内の位置に設ける。

４. 非常用の照明装置の一つである客席誘導灯は、主に劇場などの客席の足元照

明とされており、照度は0.2 lx以上確保することと定められている(消防法

施行令第26条)。

図 ガス漏れ検知器の取付け位置

30㎝
以内

コンロ

天井面

床面

都市ガス
の場合

プロパンガス
の場合

4.0ｍ
以内

8.0ｍ
以内

30㎝
以内

検

検
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№19 ★★ Check■■■
建築設備に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

１．パッケージ型空調機のＡＰＦ(Annual Performance Factor)は、｢通年消費電

力量｣を｢冷房期間総合負荷及び暖房期間総合負荷の和｣で除した値により表

される。

２．中央管理室は、超高層建築物において、中央管理方式の空気調和設備の制

御及び作動状態の監視等を行うための室として、避難階又はその直上階若

しくは直下階に設ける。

３．乗用エレベーターは、火災発生時にエレベーター内の乗客を速やかに避難

階に帰着させた後、運転を休止させる計画とする。

４．照明の省エネルギー手法のうち、初期照度補正制御は、経年による照度低

下を見込むことで生じる、照明器具やランプの設置直後等における過剰照

度を、適正な照度に補正するものである。
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№19解説 答１

１. ＡＰＦ(Annual Performance Factor)とは、通年エネルギー消費効率のことで、

パッケージエアコンが、｢冷房期間＋暖房期間の総合負荷｣を、｢冷房期間＋

暖房期間の消費電力量｣で除した値である。ＡＰＦは定格冷房・定格暖房だ

けでなく、暖房低温、中間冷房、中間暖房を含めた５つの評価点において年

間に消費する総電力量より算出する。建築物省エネ法では、エアコンの省エ

ネルギー性能の向上を促すための目標基準の評価指標としてＡＰＦを採用し

ている。

２. 中央管理室とは、当該建築物などの中にある管理事務所などその建築物を管

理する者が勤務する場所で、避難階またはその直上もしくは直下階に設けた

ものをいう(建築基準法施行令第20条の２第二号）。非常用エレベータの設置

が義務つけられている超高層建築物では、中央管理方式の空気調和設備の制

御、および作動状態の監視は中央管理室で行わなければならない。

３. 一般用エレベーターは、火災時に避難に使用することは非常に危険である。

それは、避難のために利用者がエレベーターに殺到するとパニックが起こり

やすく、安全な運行が保障されないこと、火災による停電のため乗客が閉じ

込められるおそれがあるためである。したがって、一般用エレベーターは、

火災時には、防災センターの切換スイッチの作動、または、火災報知器の防

災信号により、全エレベーターを一斉に避難階に呼び戻し帰着させ、乗客が

かごから出た後に、運転を中止する計画とする。
．．

４. 照明器具の初期照度は、経年に伴う照度の低下が考慮されており、初期照度

の発生する期間は設計照度より過剰な照度となっている。初期照度補正制御

とは、余分な明るさを調光で節約する機能のことで、常に同一の光束となる

ように調整される省エネルギー手法の一つである。なお、制御には、明るさ

センサを用いるものと、タイマーを内蔵して長期にスケジュール制御を行う

タイプがある。

ＡＰＦ＝
冷房期間+暖房期間の消費電力量〔ｋＷｈ〕

冷房期間+暖房期間の総合負荷〔ｋＷｈ〕
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№20 ★ Check■■■
我が国におけるＺＥＢに関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

１．ＺＥＢの定義には、『ＺＥＢ』、Nearly ＺＥＢ、ＺＥＢ Ready及びＺＥＢ Orientedがあ

る。

２．ＺＥＢを実現するための省エネルギー技術のうち、搬送機器のインバータ制

御やＬＥＤ照明はパッシブ技術に含まれる。

３．ＺＥＢは、既存の建築物であっても、建築物の改修時に、外皮の断熱強化、

設備の高効率化等を行うことによって実現可能である。

４．ＺＥＢを実現するためには、エネルギー消費量の削減が必須であり、再生可

能エネルギーの導入のみでは不十分である。
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№20解説 答２

１. ＺＥＢ(Net Zero Energy Building)とは、建築物における一次エネルギー消費量

を、建築物・設備の省エネ性能の向上、エネルギーの面的利用、オンサイト

(その場所)での再生可能エネルギーの活用等により削減し、年間の一次エネ

ルギー消費量が正味(ネット)でゼロ又は概ねゼロとなる建築物をいう。ゼロ

エネルギー達成状況によって、『ＺＥＢ』、Nearly ＺＥＢ、ＺＥＢ Ready、

ＺＥＢ Oriented の４段階のＺＥＢが定義されている。

２. 自然エネルギーの活用には、建築設備の技術を用いる｢アクティブ(デザ

イン)｣型と、建築設備の技術は用いず、建築物自体のデザインにより自然エ

ネルギーの効果を得る｢パッシブ(デザイン)｣型がある。搬送機器のインバー

タ制御やＬＥＤ照明は、アクティブ(デザイン)な技術である。

３. 既存建築物であっても、外皮の断熱強化や設備の高効率化等の改修を行うこ

とでＺＥＢを実現することができる。新築建築物のＺＥＢ化に加え、既存建

築物の改修工事によるＺＥＢ化の推進を図ることがカーボンニュートラル達

成のための重要な取り組みと位置づけられている。

４. ＺＥＢを実現するためには、ＺＥＢの各定義ごとに設けられた、省エネル

ギー基準に対する一次エネルギー消費量の削減割合を達成している必要があ

る。そのため、再生可能エネルギーの導入のみでは不十分であり、建物の断

熱性を高め、高効率な設備を導入する等の一次エネルギー消費量の削減が必

須である。

表 ＺＥＢの定義

『ＺＥＢ』 省エネ(50％以上)＋創エネで100％以上の一次エネルギー消費量の

削減を実現している建物

Nearly ＺＥＢ 省エネ(50％以上)＋創エネで75％以上の一次エネルギー消費量の

削減を実現している建物

ＺＥＢ Ready 省エネで基準一次エネルギー消費量から50％以上の一次エネル

ギー消費量の削減を実現している建物

ＺＥＢ Oriented 延べ面積10,000㎡以上で、省エネで用途ごとに規定した一次エネ

ルギー消費量の削減を実現し、更なる省エネに向けた未評価技術

を導入している建物


